
主目的 1 5 4

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

市内で発生する犬猫等動物の死体を収集・焼却処理を図る。

内容

（手段）

ペットの死体や、飼い主の無い動物の死体の収集・焼却処理を行った。飼い主のある場合

は死体持ち込みで１体当たり1,570円、収集に行った場合2,100円の処理手数料が必要。飼

い主の無い動物の死体の収集・処理は無料。持ち込み以外の死体の収集は市民からの通

報を逐次収集委託業者に連絡し委託業者が収集。処理手数料は動物処理事業の委託料

に充当。25年度から動物死体焼却は民間処理施設で実施。

【25直接経費の内訳】

　動物死体収集運搬委託料（3,610千円）

　動物死体焼却委託料（3,255千円）

　犬猫処理施設設備保守管理委託料（156千円）

　光熱水費・通信運搬費（56千円）
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清掃資源係

4

廃棄物の処理及び清掃に関する法律、小牧市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理に関

する条例
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平成３０年度以降
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ごみの安定処理を推進します
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根拠法令・個別計画
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　光熱水費・通信運搬費（56千円）

　

【26直接経費の内訳】

　動物死体収集運搬委託料（4,634千円）

　動物死体焼却委託料（3,600千円）

　修繕料（100千円）

○26年度実施内容

　25年度と同様に実施する。
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飼い主のある場合は死体持込で１体当たり1,530円（1,530円×361体＝552,330

円) 収集に行った場合2,040円（2,040円×245体＝499,800円）
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市内で発生した動物の死体を収集し焼却処理した。
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事業実施におけ

る課題

地域猫の死体の取り扱い及び４車線道路等の幹線道路における動物の死体収集の

折、収集員の安全確保の問題がある。
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一次評価のとおり。維　持
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事業を縮小・
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判　定　理　由方向性の判定
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引き続き、死体の迅速な処理を行う。
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２７年度以降

の改善案

民間施設での動物死体焼却について、効率よくできるよう努める。

実実実実

施施施施
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果果果果

市内で発生した動物の死体を適切に処理できているため。判定理由

動物の死体の迅速な処理が行われず衛生環境が悪化する。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


